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　オーロラは, 形が明瞭ではっきりと光るディスクリートオーロラと，形が曖昧でぼんやりと光る

ディフューズオーロラに分類される．ディフューズオーロラの中でも準周期的に明滅を繰り返すものを「脈動

オーロラ (Pulsating Aurora: PsA)」と呼ぶ．PsA の出現に伴い「オメガバンド」と呼ばれる波状のオーロラ構

造が見られることがある．地球の周りに存在する放射線帯では，数百 keV から数 MeV の高いエネルギーを持

つ準相対論的電子が捕捉されており，磁力線を伝播するコーラス波動が引き起こすマイクロバースト現象とし

て，PsAよりも低い高度まで降下することができる．近年の研究によって，PsA やオメガバンドの発生に

伴って，PsAを光らせる電子だけでなく，放射線帯に起源を持つ高エネルギー電子 (準相対論的電子) が降下し

ていることが示唆されている．しかし，これまでの研究では，オメガバンド発生時の放射線帯電子降下の時空

間分布が十分に明らかとなっているとは言えない．本研究では，オーロラの発光強度と銀河電波吸収 (Cosmic

Noise Absorption: CNA) を同時に観測することによって，PsAやオメガバンドに伴う放射線帯電子降下の二次

元空間分布を可視化することを目的とする． 

　本研究では，フィンランドのソダンキラに設置されているEMCCD高速撮像全天カメラと多周波リオメータ

の観測を用いて，オメガバンドの発光強度と CNA の強度の時空間変化の関係を調べた．具体的には，オメガ

バンドが観測された 2021 年 3 月 1 日 02:00:00–03:00:00 UT，同年 3 月 3 日 01:30:00–02:30:00 UT，同

年 3 月 25 日 01:00:00–02:00:00 UT の 3 つのイベントを選定し，解析を行った．EMCCD 全天カメラに

よって得られた全天画像から作成したケオグラムと多周波リオメータから得られた CNA の強度の時間変化を

比較した結果，オメガバンドの発光が強い西側部分において，CNA の強度が大きいという対応関係が確認され

た．このことから，オメガバンドの西側において放射線帯電子の降下が多いということが推測される．ま

た，これらのオメガバンドイベントの前後の太陽風パラメータを解析した結果，CNA の強度が比較的小さ

かった 3 月 1 日のイベントは，コロナ質量放出 (Coronal Mass Ejection: CME) の影響を受けている可能性が

あることが分かった．また，太陽風速と磁気嵐の大きさの指標となる SYM-H 指数の解析より，CNA の強度が

2021 年 3 月 1 日のイベントよりも大きかった 3 月 3 日，25 日のイベントは，共回転相互作用領域

(Corotating Interaction Region: CIR) の回復期に発生していたことが分かった．これらのことは，太陽風大規

模構造とその到達からの時間の違いにより放射線帯電子の降下量が変化していることを示唆する．発表で

は，具体的な解析手法と観測事例を紹介し，オメガバンドの構造とCNA の空間分布の関連性，太陽風構造の違

いによる放射線帯電子の降下量の変化について議論する予定である.
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